
サクックリハ 1'¥ チの生態

特にいわゆる柵作りについて一

只t司urone灯latus compr巴SSlcor
nis FA日RICII符( 上、パノ、千H のネマ、ソスノ、ノ:チ IfEflに1，':l1，
-1 ゐ小J¥IJのノ、
属に入れられてL、にが、のわ、問一、と Pri日tiphO!・a ι
包含せられ、さらに、 Stauronema を経て、現在の
Stallronematus ti: 
あるつ
木種の幼虫の奇妙な習性、レわゆる柵作りにつ L、て

:工、 i次'H'Iでは占くから注円され、その観察報告もなされ
てL、る o 失名 Palisadesawfl y は「柵を投げるハパチ!
の主であり、種小名 compreSSlcornlS も「角状物で包
閉すゐ l とL 、)
実谷博士に 4 って与えられたが、ミれは英名をそのます
沢きれたものである
筆者は、 1959年秋l二、本積につL、て少しく観察すると
) があり、 '1 徒のための| 可然観察の手引として、J l Lil協

1";)トγ七n'j i!jl! 1" 7->;I'iJ好ヂモ部内ポ N A TlTR E (Vol l，No4) 
i二小女乞 ;I&:せf二
i最近 vこな，

介 L N A T U R E 誌に載せたものi 、
小/正 1)品li乍・ JLff . を加えて報告する 4 とに L たn

なお、イ、文lこ入るに先だって、常いご指導を政き、ま
f二、今l"l:t
にならJ ，ニ、本将の 11土代数につL
111角vi1:r:;.::." 引之、号表すノ与もの勺あるの

l 食 草

，ll::j零j也}j 吹，: J!i皮il主rJiJ也方におけ--::)本稀の食J前i土、ポ
ヌニJ、ママ→ラシ (tJ f: Populus 属) 、キソ不ヤナキ類
将司li:¥属) であ乙 11 '，'高地万以北では、 ドロノ弁 (PO
pulus属) も lじまCA 子h ごL 、る， Salix 属につレてl工、村
tー留語、 L
ft'j;' ';¥:l 、ょうである

11 成虫及び周年経過

妙、角‘主祢めて長く、付、j三上 1)やや長めであ弘
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1者 日党 i)Jl 

1)児虫の第 1 4) 5  ) ] J : 句で. 次代の
1  111代所要 11 };j( (j、刊H方、ら羽化まヤ) は3011 1人l外であ
1)、後、 'AiJ1Aの H i と )1、i二Iji'Il! 11 >>I(ヵ次ll耐甘され、 !橋忠;

には20111)1外にlr..
返された均台には、 10月初旬に第 7 回の成虫が羽化し
て、それから生じた幼虫は11月初めまで摂食し、次L 、て、
繭を作り前踊態で越冬するηLか L 、 9 月下旬に繭を作
ったものの大部分は、イ11" 1 に羽化せず、そのまま越冬 L
て、 liilit己の個体と共i二、翌年の第 1回の成虫となる。ま
ナ二、第 1回の羽化の 7おくれた系統では、 もう 11仕代少な
しニともあり得るので、本種の年間| 止代数は、 6 世代を
11'心と L て、 liiJ後に 11止代ずつの寸れがある、とするの
が妥当であるように忠われる。
母蜂は、業脈に沿った部分の組織のl二I'v己、 1卵ず、つ産

卵するの slJは乳白色のノ、ナナ刑で、長さは約 1.1酬であ
くJ "

' )に、本祈!も
単為正主婦1そな L 得る よのH !j {了、'1:.-4ごと} 次代はすへと1 : 11
であっ二t

III 幼 虫

終曲(7幼虫は、体長 9

f八がある( 洋調111主、北際航の幼虫閃SEiを凡られたL、)内
1959年l O)j v'::'、ポプラの真左右('-j えて綱領 lたとふ今、

幼虫の脅刊は次のようであ e J二り

t興特禎ー氏t故影)
(1) ，4合め、 l'J 



に支障のなL ‘限りは、その部分を食L、拡げてし、く。しか | み、次のようであったミ
L、食ってL た均所を! 明f; h て、新しく食L 、始める町? に 尾; 枇川定して支点とし、第 21><1 日の矢印の方r('J
¥1、終縁から食レ込んでしくことも少なくなしr 第 11玄1 I  

lよ食1ftそ示 1.- t: ii 尾端の位置はとの主主に、 Ij;を実| 雨にまわ Lて、
E .  F .  Gfよ1脚」よるもの、 c.vは不明、 11.1¥. 1 : 川 2図 b の矢印の) j Jムjに悦べてし、くυO印は葉の裏
ちょっと食っただけで他に移動してしまったものであ l  商の搭状物の位i氏但 L. 表裏問面の塔状物は、必
るハ |  ずしも同じ位置に軍なるわけで、はなし、。

iii しばらく休んだり、摂食したりしIたのち、第 2
関C の上うに方向転換し、 i. ii と同じ動作を繰り
、伝すカ。ら、はほ、l'l'm:;にjllllカぷ〉くらされる ζ とにtc

サクツ'7'))νサ勿車の働長

(2) 幼虫は、 11
泌物でイ乍った塔状の柵をめぐらすη 即ち相「作りをする
( 写真参照) 。第 1 1文|におL、ては、 「点」と L て、その佼
iおを示した J

止めるまで、引き続し、て見られる「
(3) 塔状物ができてL、く様子は、次のようであった。
幼虫は、先ず口部を葉の表面に押 L 付けて口部付近泊、
らの分泌物を葉面に粘着させるf 次L で、大勢1をモグモ
ダと動泊、 L な; I J . ら、鋭部を続し、て胸部を葉商カ、ら離 L
て、少 Lずつ持ち上げてL 、くけ大顎のIHtu爵運動によって
刺カ占、泡の集fT休μなった分泌、物は、それにつれて葉面
カiら引き伸ばされて次第に紺| まり、遂には口部均、ら離れ
るか、一二の時には既i そのままの形で問まってL、るので
あるり
幼虫l主、腹) 闘を葉に値IAIょL、1I旬仰を離して頗胸部を自
に浮かせた姿勢で、犠; 状物を，，7 . てるわけだカら、 i特状物
の両さ 11. 幼虫の )1良部の長さと胸部の長さとの和 tりも
r'，':j くなる ιとはな L ぅ終荷台幼虫の作ったものについて測
どしたと ιろ、最高約 5酬であったの
ιのJ 1 りた物は白色三| 〆透明で、感じは、段近よく1 : 1 ¥ まわ

ってL 、るプラスチックのスポンンとそっくりである、
なお、の分泌物は、 1伴状にWiまれなLで‘葉縁や食

瓜の縁もこ沿って1おられてL 、ることも多く、」れら t/.J1t状
物と共に柵を形式してし、るわけである f

(4) 新 I I 、葉を与えて、府状物をがへて L、く順序を、
2 例について観察したところ、何者はほぼ同じI1似序を防

ぺJ ，_， 

hJi、;葉の'1'火部会食ってL、ゐものIょっし、ては、 fJIII作
りの11原序を観察する機会を逸 L たが、恐らく上記のよう
な順序で先ず半円を函き、次し、で外; の向きを変えて残り
の半円を fllijき、ヵ、くしてほほ円形のfllltができるものであ
ろう c 食痕は次第に不規則な形でJJIIがってし、くから、そ
れに従って、棚も変形L てし、く 4 とになる

4 1〉E ブヲJ / b  
4  - v . ゾ/ ' ，，..，..，-，- '0/ ジ

:t2 図 サ7-:/?ソハ J¥'"j - 幼虫のネ鼎作りの噸昂

。) 平静l I!fの幼虫の姿勢は J字型なし、し緩L 、S:f叫lで
あるが、葉を'M;IJ. L てやると忽ち照曲の怯し、 S 字型( 訴す
31武l及び写烹) の警戒姿勢をとるの乙のII'i'. 指先を虫{ 十
に触れてやると、極めて機敏に{ 本を哀illllに倒 Lて隠れて
L まう( 第 31笥⑧) 。ミちら側に残るのは、 片側11 の胸脚
の先端だけであるミふうなると、指先で挟んで引っ張っ
ても仲々離れないだけすてはなく、無期に附すとl肉lの先端
を傷つけて、その後の生育に支障を来た L 、11初ニI H b二
至る

府立にネマ Y スハパ千亜i ' 1
Nematinae の幼虫は食葉カ h ら11.見落
L 難し、傾向があるが、本何では特に
それが敦ー l ，、。
また. 他伺{ 本カ 1近づくと、 その }j

|白]i--=-尾部を向けて、!陶!肉lで休を支
え、腹部を' fITに浮ヵ、せて振り従1 L 、
威嚇する p
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IV 営繭習性

シャーレ( 作12 :1)， X;叶 8ソ'fi)の'1'1ょ‘食: 挺だけ与え、
二士を入れなL 、で飼育すると、器! 氏のゲラスと集との11¥111i，(
ι、両者に接精して繭を作る 無:f1JH.::.引きは泊すと. カ
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定め兼ねるらしく、繭を作りかけては、未完成のまま移
動すること泊少なくな¥ " ιれは持1/、!の環境か、 11然状
態とは異なるために、何となく溶巡するものと忠われ
F  
/..J '，j  

それでは、リ'f外では、とんな場所に尚附するのであろ
うカ‘ 幼虫を採集したヤマナラシの付近を、余程利l需に
，u，'，lべたが、繭か極めて小型であること、色彩が11計補色で
あること、などに依り、発見することができなヵ、ったの
そこで、上芯シャーレ内に、 u然状態にできるだけ近

L  、環境を作り、常繭の儀子を調べた o U日ち、ヤマナラシ
の下の地表を被ってレた布li葉類を士と共に持ち帰り、先
ず彬! 氏に土を約 3 CIIl の高さまで入れ、そのとに、 A サ
サの朽ちた小秤と葉、 B  ヤマナラシ・クヌギの比較的
大きな朽葉、 C  ヤマナラシ・クヌギの朽葉の細片、の
3区をほぼ等量、等間隔に配置した。この 3区の中央に
食業( ヤマナラシ) を重ねて置き、 15頭の終齢幼虫( 撰

fl 
に、全部営繭したので、 11月 4 日、営| 繭場所を調べたら
次のようであったっ
第 l表

l一一一 土との関係
(1)土中に埋もれてし、るもの

( 辛うじてかくれる程度)
(2)土に全く触れてし、なし、もの|一日の問)

|例数| %  

G5l 
(1) は支えの有無により次のように区分されるわ
第 2 }::. | 五 i
(i) J也I二の何物かを支えとしてこれに .  ^  1  ^ _  

|  付着してし、るもの 1v  01 

!  (ii) 全く支えをもたなしもの |  4  I  26 
j  云一一一「τττ

るれ勾寸分区〉
hノょの次よ類種の、ぇぽ

表
、Ji
Q
U

U
第

支え

!a ササの小

の種類 i例数 I .% 
7  47 

2  13 

の 1  7  

葉 O  O  

O  O  

言| I  10 I  67 

jb ササの葉
1C 正休不明のも
id ヤマナラシの
e  クヌギの葉

以上を総合して考えると、サクックリハノ: チの幼虫の

.flIJち、土を浅く椀り、地上の何物かに糸を付着させ
亡、 ιI Lを支えとし(1絢を作るけ尚jは半うじて土じJ塑も
れるτ 支えとして主に選ばれるのは朽ちたササの小秤や
葉である c

V 繭の形状

本陣:のi縞は、 11fT補色で、かなりしっかりしており、形
はほぼ俵!.iIlである♂上記の15例の繭について、セルロイ
トの定規を使って、機めて大ざっぱな測定を L たのが、
次の第4 夫である。

第 4表サクックリハパチの繭の大きさ

短(径S 酬)1Il I長(径Lm)m||【(体S /積2)指2 X数L 】I短(径S ・:長L )径 I例(計1数5) 

2.5 5.0 7，8  1  

2.5 5.5 8，6  1  :  2.2 3  

3.0 5.5 12.4 1  :  1.8 2  

3.0 6.0 13.5 1 ・2.0 1  

3.5 6.5 19.9 1  :  1.9 4  

3，5  7.0 21.4 1  :  2.0 2  

3.5 7.5 23.0 1  :  2.1 1  

4 0  7.5 30.0 l  

(1) 体積指数と例数とを阿南I1にしてクラフを耐くと、
IllfJ; 2つできるので、恐らく二れは性差であろうと予想
L  

L  、たとニろ、翌 H J下旬に、 li有者からはすへて古か、後
者カ} らはすべて♀が羽化したり
(2) 蝋の大きさは変異のけ1が広し、が、知係と長筏との

比は 1:2.0 を'1. 1心としてほぼ一定してL 、る f ここれは、幼
虫の休巾と体長との比がほほ一定してL、ることから考え
て‘幼虫が自己の体巾や休長を尺度として繭を作ること
を暗示するものであろう

"1 残された問題点

本種の生態にっし、て、以上その概略を述べたが、もち
ろん今後の解明に侯つべき点が多々あるのそれらのう

(1) 棚を作る分泌物の化学的研究う
(2) その分泌物の分泌腺の解剖学的解明。
(3) 柵作りの怠義の生態学的考察、

( 上上)
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